
兵
庫
県
議
会
議
員
・
自
民
党

県
議
団
政
調
会
長

内
藤
兵
衛

地
域
と
県
政
を
政
策
で
つ
な
ぐ

　

ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
や
ア
ジ
サ
イ
な
ど
、

梅
雨
に
似
つ
か
わ
し
い
花
が
妍
を
競

っ
て
い
ま
す
。
西
脇
市
、
多
可
町
の

皆
さ
ま
に
は
、
ご
清
祥
に
お
過
ご
し

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
春
の
県
議
選
で
は
、
三
度
県
政

の
場
に
押
し
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
偏
に
皆
さ
ま
の
お
支
え
の
お
か

げ
で
あ
り
、
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
無
投
票
へ
の
批
判
は
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
は
４
年
間
の
政
治
活
動
を

総
合
的
に
評
価
い
た
だ
い
た
結
果
で

あ
る
と
理
解
し
て
い
ま
す
。
よ
り
一

層
の
研
鑚
に
よ
っ
て
、
成
果
を
地
域

の
是
正
や
地
域
の
元
気
づ
く
り
な
ど

を
め
ざ
し
た
「
地
域
創
生
条
例
」
に

基
づ
き
、
効
果
的
な
地
域
創
生
戦
略

を
今
秋
に
策
定
す
る
予
定
で
す
。
行

政
や
議
会
だ
け
の
議
論
で
は
な
く
、

参
画
と
協
働
の
精
神
に
則
っ
て
県
民

総
参
加
で
取
り
組
ん
で
い
く
姿
勢

で
、
議
会
と
し
て
全
力
を
注
い
で
い

く
決
意
で
す
。

　

ま
た
、
昨
年
の
政
務
活
動
費
問
題

を
受
け
、
全
国
で
も
類
を
見
な
い
厳

格
な
制
度
改
正
を
行
い
、
適
正
な
執

行
に
鋭
意
努
力
し
て
い
ま
す
。
今
一

度
、
県
民
か
ら
選
ば
れ
た
代
表
と
し

活
発
化
や
議
員
提
案
条
例
の
検
討
な

ど
に
取
り
組
み
、
信
頼
回
復
へ
の
道

を
歩
み
な
が
ら
二
元
代
表
制
の
一
翼

を
担
う
県
議
会
の
責
務
を
全
う
し
て

い
き
ま
す
。

　

さ
て
、
新
議
会
の
発
足
に
伴
い
自

民
党
議
員
団
政
務
調
査
会
長
の
大
役

を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
県
議
会
の

過
半
数
を
制
し
、
井
戸
県
政
の
支
え

る
責
任
政
党
の
政
策
形
成
を
司
る
重

要
な
職
で
あ
り
、
県
民
、
地
域
の
切

実
な
願
い
に
的
確
に
応
え
て
い
く
決

意
で
す
。

　

県
議
会
は
、
地
域
創
生
、
行
革
、

議
会
改
革
と
重
大
な
課
題
に
対
応
す

る
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
に
立
っ
て
い
ま

す
。
課
せ
ら
れ
た
使
命
、
本
質
を
見

誤
る
こ
と
な
く
、
地
域
と
県
政
を
政

策
で
つ
な
ぐ
こ
と
を
お
誓
い
し
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

兵庫の地域創生へ 政策づくりをリード

自
民
党
県
議
団
政
調
会
長
と
し
て
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「一日生涯」は、内藤兵衛議員の
座右の銘です。今日の一日を
生涯と心得て、全力を出し切
るという思いを込めています。

新
議
会
で
代
表
質
問

「
多
様
化
生
か
せ
」と
提
言

新議会で代表質問のトップで登壇した内藤兵
衛政調会長 　

内
藤
兵
衛
県
会
議
員
は
、
改
選
後
、
初
招
集
と
な
っ
た
第
３
２
７
回
定
例
県
議
会
で

自
民
党
県
議
団
政
務
調
査
会
長
と
し
て
代
表
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。
地
域
創
生
、行
革
、

議
会
改
革
と
い
っ
た
課
題
が
山
積
す
る
中
で
の
新
議
会
で
あ
り
、
自
民
党
は
、
慣
例
を

変
更
し
て
政
調
会
長
が
登
壇
を
決
定
、
県
政
に
対
す
る
姿
勢
と
と
も
に
、
重
要
政
策
に

つ
い
て
の
対
応
方
針
を
明
確
に
打
ち
出
し
た
も
の
で
す
。

ま
し
た
。

　

ま
た
、「
中
小
企
業
の
強

み
を
生
か
し
た
地
域
経
済
の

活
性
化
、
雇
用
の
創
出
に
ど

う
取
り
組
む
」
と
質
問
、
知

事
は
「
中
小
企
業
の
活
躍
が

力
の
源
泉
」
と
し
て
「
ブ
ラ

ン
力
強
化
、
販
路
開
拓
、
本

社
機
能
の
移
転
促
進
な
ど
新

た
な
産
業
の
芽
と
若
者
等
の

定
着
を
図
る
」
と
答
弁
し
ま

し
た
。

　

内
藤
兵
衛
自
民
党
県
議
団

政
調
会
長
は
、
４
会
派
の
ト

ッ
プ
を
切
っ
て
代
表
質
問
に

登
壇
、
地
域
創
生
の
推
進
、

中
小
企
業
の
活
性
化
と
雇
用

の
創
出
、
農
業
の
再
生
、
人

づ
く
り
、
行
革
の
今
後
の
方

針
な
ど
７
項
目
に
つ
い
て
基

本
姿
勢
を
明
確
に
し
、
責
任

政
党
と
し
て
政
策
遂
行
の
決

意
を
示
し
ま
し
た
。

　

内
藤
議
員
は
、
地
域
創
生

で
は
、「
本
県
の
多
様
性
を

活
か
し
、
ど
の
よ
う
な
特
色

あ
る
戦
略
を
策
定
す
る
の

か
」
と
考
え
を
質
し
、
井
戸

知
事
は
、「
多
様
な
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
、
多
様
な
地
域
性
を

活
か
し
た
実
効
性
あ
る
施
策

に
つ
い
て
、
市
町
、
県
民
な

ど
幅
広
く
検
討
す
る
」
と
し

て
、
地
域
戦
略
を
10
月
に
策

定
す
る
意
向
を
明
ら
か
に
し

持
っ
た
人
づ
く
り
が
必
要
」

と
提
言
、高
井
教
育
長
は「
系

統
的
な
体
験
活
動
、
道
徳
副

読
本
の
活
用
に
取
り
組
ん
で

い
る
」
と
述
べ
、
知
事
と
教

委
が
思
い
を
ひ
と
つ
に
人
づ

く
り
を
進
め
る
と
約
束
し
ま

し
た
。

　

来
年
に
最
後
の
総
点
検
を

控
え
る
行
革
で
は
、
目
標
達

成
見
通
し
を
質
問
、知
事
は
、

職
員
削
減
、
事
務
所
の
統
廃

合
な
ど
例
に
挙
げ
、「
30
年

に
は
必
ず
収
支
均
衡
を
達
成

す
る
」
と
明
言
し
ま
し
た
。

に
還
元
す
る
こ
と
が
期
待
に
応
え
る

道
だ
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
地
域
創
生
を
は
じ

め
、
弛
ま
ぬ
議
会
改
革
と
議
員
の
資

質
向
上
が
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

地
域
創
生
で
は
、
東
京
一
極
集
中

　

農
業
の
再
生
で
は
、「
儲

か
る
」
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の

確
立
、
新
た
な
特
産
品
の
創

出
な
ど
積
極
提
案
を
約

束
、
所
見
を
求
め
、
知

事
は
、
専
業
農
家
の
育

成
、
収
益
性
の
高
い
経

営
へ
の
転
換
な
ど
が
重

要
と
し
、
ミ
ラ
ノ
万
博

で
も
県
産
食
材
の
Ｐ
Ｒ

を
進
め
る
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
人
づ
く
り
で

は
、「
新
し
い
教
育
委

員
会
制
度
の
も
と
、
ふ

る
さ
と
兵
庫
に
愛
着
を

中
小
企
業
活
性
化
図
れ

ふ
る
さ
と
愛
す
る
人
づ
く
り
を

て
の
職
責

の
重
さ
を

再
認
識

し
、
議
員

間
討
論
の
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内 藤 兵 衛内藤ひょうえ 〉〉プロフィール〈〈
・�昭和33年9月14日 多可郡中町（現
多可町中区）生、 56歳
・�中町立北幼稚園、同北小学校、同
中町中学校卒業
・私立天理高校卒業
・�国立大阪大学法学部卒業
・�昭和57年、総合商社㈱トーメン入
社。ニューヨーク本店、大阪本店、
上海店勤務。平成18年10月退職。

・�平成19年 4 月、兵庫県議会議員初
当選。 6月から任期スタート

・�建設常任委員長、現・農政環境常
任委員会委員

・�自民党県議団政調副会長、同副幹
事長
家族：母、妻、一男
趣味：マラソン
好きな言葉：一日生涯

発行 兵庫県議会議員内藤ひょうえ事務所
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県政への
ご意見は
お気軽に

ふるさとに確かな未来－内藤県議が奔る

　

内
藤
兵
衛
県
会
議
員
は
、
新

議
会
の
自
民
党
県
議
団
政
調
会

長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
自
民

党
は
87
議
席
（
欠
員
１
）
の
過

半
数
44
議
席
を
占
め
、
井
戸
県

政
を
支
え
る
重
要
な
枠
割
を
担

っ
て
い
ま
す
。

　

都
市
部
か
ら
農
村
ま
で
の
各

地
か
ら
所
属
議
員
が
選
出
さ

れ
、
県
民
の
多
様
な
要
望
に
つ

い
て
政
策
反
映
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

特
に
、
今
年
度
は
地
域
創
生

が
大
き
な
テ
ー
マ
で
、
内
藤
政

調
会
長
は
「
兵
庫
が
持
つ
強
み

を
生
か
し
、
市
町
と
の
連
携
に

留
意
し
つ
つ
地
域
特
性
を
盛
り

込
ん
だ
計
画
づ
く
り
が
大
切
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

　

３
人
の
政
調
副
会
長
で
あ
る

春
名
哲
夫
、
川
井
田
清
信
、
伊

藤
傑
議
員
を
交
え
て
、
所
属
議

員
や
当
局
と
の
意
見
調
整
に
当

た
っ
て
い
ま
す
。

多
様
な
要
望
を
反
映
へ

加美区市原交流施設の竣工を祝ってテ
ープカット（1月18日）

▼
統
一
選
の
兵
庫
県
議
選
が

告
示
さ
れ
無
投
票
で
当
選

し
ま
し
た
（
4
月
3
日
）

▼

雨
期
を
前
に
河
川
の

安
全
対
策
を
十
分
に

確
認
（
4
月
30
日
）

▼

西
脇
市
政
10
年
を

記
念
し
た
名
球
会

野
球
教
室
で
は
往

年
の
名
選
手
が
子

ど
も
た
ち
に
熱
血

指
導
（
5
月
10
日
）

▼

第1回姫路城マラソンに出場し
て完走しました（2月22日）▼

名所・地蔵一本桜の対岸護岸工事
が桜祭りに合わせて竣工しました
（3月21日）

▼

中畑町ホタルまつりで子
どもたちと（6月6日）

▼

Photo Report

内藤ひょうえ兵庫を衛（まも）る

政策立案など担う政務調査会長に選任

　昨今は大規模な自然災害が頻発し、本県では平
成16年の台風23号、21年の台風９号などの未曾有
の風水害に見舞われたほか、南海トラフ地震など
常に現実的な危機にさらされています。
　兵庫県は、全国に先駆けて総合治水条例を制定
し、津波防災インフラ整備計画を進めるなど先進
的な防災・減災対策を展開しています。井戸知事
もポスト震災20年の県政運営について、安全の確
保が第一の目標と決意を語っており、心強い限り
です。私は、こうした防災・減災の社会基盤整備
を西脇市・多可町はもちろん、県土の隅々まで広
げ、災害への万全な備えを積み上げていくべきだ
と訴えています。加えて、県民の「備え」の支援
といったソフト対策も必要で、これらが一体とな
ることで、暮らしの中の「安心感」と「豊かさ」
が実感できるのです。
　地域創生を成功させるには「多様性との連携と
共生」をキーワードに進めるべきですが、まずは
県民が「安全・安心」を実感できる県土の発展と
いう礎が必要です。毎年のように発生する自然災
害に直面する今、日本一、世界一の安全・安心な
兵庫づくりに取り組むことを誓います。

平成27年7月　内藤兵衛

兵庫を衛
まも

る社会基盤整備を
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